




■方位から日射の調整を考える
　地球の中での中緯度帯に属する日本にとって、もっとも大きな
環境装置は庇といっていいのではないでしょうか。庇は日射エネル
ギーをコントロールする要です。日射は、夏の南中時には約80°から、
冬の南中時には約 30°の角度から入ってきます。その場合、庇は開
口部の高さの1/3 程度出すのが効果的とされています。
　ただし、注意しなくてはいけないのは、庇はあくまで、南に向い
ている面に対してのみ有効だということ。太陽の軌跡は東から南を
通り西にまわるので、高度の低い東や西からの光線はあまりカットで
きません。それらのカットには、外付けブラインドや植栽のようなも
のが効果的です。
　昔ながらのすだれやグリーンカーテンも風情がありますが、現在
は写真のような高機能でおしゃれな遮光商品が出ています。
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